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により，形式電荷的に予想される Fe2+Ti4+O3 以外に，約 5%程度の Fe3+Ti3+O3 が存在する可能性があることが示唆されて
いる。この場合，その磁気構造はより複雑化され，構造や物性の発現機構についてより細かな議論が必要となる。Ti4＋は
3d0電子配置であるが，3d10電子配置の Ge4+などでは，Fe2＋からの電子を受け取ることができないと推測される。よって，
本研究において目標とする Ge 置換イルメナイト（FeGexTi1-xO3）をはじめとする FeMxTi1-xO3試料が作製されれば，Fe2+–Ti4+
の電荷移動は大きな影響を受け，その詳細な結晶構造や物性を評価することで，Fe3+Ti3+O3の存在が FeTiO3の磁気的特性
に及ぼす影響を解明することが可能になると考えられる。 





次に 350～500 ℃, 23.5 GPa の高圧下での イルメナイト型 FeGeO3（ilm-FeGeO3）の高圧合成に成功し，500 ℃-4 時間で
合成した試料に対し，真空封入のもと 500 ℃-96 時間のアニール処理を行うことでその結晶性を高めることに成功した。
アニール処理前の ilm-FeGeO3 試料は非常に微細な一次粒子からなるものであった。一時粒子の中には，FeTiO3 などによ
く見られるラメラー構造の粒子も多く見られた。結晶性の向上の理由としてアニール処理による ilm-FeGeO3 の格子欠陥
の減少・格子の歪みなどの緩和が考えられ，その結晶子サイズも約 1.5 倍に成長していた。 
Rietveld 解析によりその結晶構造パラメーターを精密化した結果，高結晶性 ilm-FeGeO3の結晶構造は非常に秩序化された
ものであり，同じくイルメナイト型構造をもつ FeTiO3に比較して a 軸方向に細く，c 軸方向に長い結晶構造であった。磁
化測定の結果 ilm-FeGeO3は反強磁性を示し，その TN は 79 K と FeTiO3のものに比べて高いものであることが明らかにな




















比較して c 面内の Fe-Fe 結合距離が減少し，一方，c 軸方向の結合距離は増加していることを明らかと
した。 
（４）イルメナイト型 FeGeO3 の磁気転移温度 TNは 79 K であり，FeTiO3の 55 K と比較して非常に高
い温度を示し，その理由としてイルメナイト型構造の磁気秩序は，c 軸方向ではなく同じ c 面内の Fe イ
オン間の磁気相互作用に強く支配されていることを見出した。 
 
同氏の成果は，英文誌へ掲載論文が３編（第１著者：１編）である。 
 
以上の様に，同氏の研究は，新規な機能性材料として期待されているイルメナイト型鉄酸化物に元素
置換を行うことでイルメナイト型鉄酸化物の構造と磁性との相関を世界で初めて明らかにしたもので
あり，学術的のみならず産業上も画期的であり極めて高く評価できる。 
 
よって，本論文は学位（博士）論文として十分に値する。
